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	EFPIA Japan、加盟企業への「対日投資サーベイ」結果を公表
	■ 制度変更の方向性が将来の投資判断を直接左右する
	加盟企業が期待する制度変更の実現可否は、日本における将来の投資判断に直接かつ明確な影響を与えることが示されました。
	期待する制度変更が実現した場合、回答した加盟企業１４社中１１社（７９％）は臨床試験・治験をはじめ製造、技術導入やパートナーシップを含む幅広い領域で投資拡大の意向を示しています。一方、実現しない場合には、回答した１５社のうち９社（60％）が臨床試験・治験をはじめとして投資縮小を行う可能性を示しており、これらの結果は、制度改革が日本の医薬品イノベーションにおける役割を強化し、新たな医薬品への患者さんのアクセス向上を後押しする可能性を示唆しています。
	期待する制度変更が実現しない場合／実現した場合の投資意向（複数選択）
	■ 現状の投資動向：臨床試験・治験が全社で実施、製造・技術導入も活発
	現在の投資領域として、臨床試験・治験が最も多く、この設問に回答した16社全社が実施していると回答。次いで製造（8社）、技術導入（7社）が続きました。
	なお、グローバル事業における日本市場の優先順位は、トップ1〜2位と位置づける企業が4社、トップ3〜4位が9社、トップ5〜10位が2社と、大多数の加盟企業が日本を主要市場の一つとして高く評価していることが確認されました。
	■ 将来の投資懸念：薬価政策が最大の障壁
	■ EFPIA Japan 会長 ジョンポール・プリシーノ 　コメント
	■ サーベイ概要


